
２０１８年  ９月  ３０日  

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②10 時半     ③19 時 

 司  会  ①石井師  ②石井 秀人兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②白川 達男兄  ③石井師 

賛  美  聖歌４８１番 &  ～恐れなくていいよ～ 

平和の祈り 

聖  書  ①ガラテヤ人への手紙５章１９～２６節                                                                        

      ②ローマ人への手紙７章２２～２５節 

特別賛美  ＮＥＷ ＷＩＮＧＳ 

メッセージ  ①「風にまかせきって生きなさい」大川従道牧師                                                                                                                                   

      ②「神に感謝しないではいられない」石井潤牧師 

献  金  聖歌６４５番 天国を想いながら… 

祝  祷              〔献金当番：和田姉・青木姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  ～主イエス神の愛～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日礼拝後の、「秋の召天者記念礼拝」は台風接近のため中止致します。 

２．今週の祈祷会：☆早天祈祷会/月曜朝６時。★木曜祈祷会/午前 10時半、夜

７時半、メッセージは大川牧師(大和祈祷会映像)。☆準備祈祷会/土曜夜８時。 

３．来週日曜礼拝では誕生祝福式。第二礼拝直後に森一洋さんと青木優美さんの

婚約式を行います。昼食後１時～、「聖書の学び会」が行われます。 

 

 
  

 

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔 ９/３０～１０/ ７〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
イザヤ１９ 
－２１章 

２２・ 
２３章 

２４－ 
２６章 

２７・ 
２８章 

２９・ 
３０章 

３１－ 
３３章 

３４－ 
３６章 

３７・ 
３８章 

新約 
エペソ 
２章 

３章 ４章 ５章 ６章 
ピリピ 
１章 

２章 ３章 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

10/14(日):聖餐式/執事会 18(木):大手家庭集会 20(土):バイブル・スタディ 

(小山姉宅) 22(月):長野家庭集会 25(木):WOGA集会 28(日):聖歌隊 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
｢私はなんという哀れな存在なのだろう。分裂してしまっていて、自分の力では決して良いことが

できなくなってしまった、死んだようなこの私を、一体だれが救い出してくれるだろうか。私た

ちの主イエス・キリストによって、神は私を救い出してくださったのだから、私は神に感謝しな

いではいられない。…。｣ローマ人への手紙7章24･25節[現代訳]  

キリスト教が人間をどのように考えるか？人間は生まれながらにして罪人であると考えます。

いわゆる、「性悪説」です。人間はそのままでは死んだものと考えます。しかし、そのことはキリ

スト教に限らず、すべての宗教や哲学の中でも問われるように、このままではいけない、どうに

かしなければと考える部分は人間の中に備わっているように思います。だからこそ、お釈迦様

も悟りを求めたわけですし、すべての人は悩み考えるわけです。 

“人間は何のために生きるのか？”とある中学生が父親に質問しました。父親は“そんな

ことはお父さんには分からない。学校の先生なら勉強しているから、先生に訊いて見なさ

い。”と答えました。そして、学校の先生に同じ質問をしました。受験生だったその生徒に、

先生は“お前、そんなことを考える前に、勉強しろ！”と言われてしまいました。実は真剣に

悩んでいた彼は、その後、自殺してしまいました。 

この例話を思い出しましたが、人間は少なからず、人生に悩み、苦しみながら生きていま

す。そして、その答えが分からないまま、どうにか生きています。 

パウロは「ああ、わたしはなんと惨めな人間なのだろう？」と自分の惨めさを嫌というほど自

覚しました。それは、ユダヤ人であったために、律法にいきるという真剣な生き方をしていたか

らでした。その律法はすべて聖なるもので、一つも重要でないものはありませんでした。細部

に至るまで事細かに完璧に守ることを目指しました。それが少しでもできていないことで、自

分がどうしようもない罪人であることを自覚させられました。そこまで私たちは意識して生きて

はいません。だからこそ、惨めさをあまり感じません。もしも、それを感じ続けていたら、きっと私

たちすべてはうつ病になってしまうでしょう。 

しかし、パウロはキリストに出会ったことで、神の恵みの世界を知りました。自分を見るので

はなく、キリストを見ることで、救われて、神の恵みに生きることができるようになりました。これ

は惨めさだけで満たされていた人にとっては、大いなる救いの世界となったのです。 

ダビデはバテ・シェバとの不倫の罪を犯した後に、預言者ナタンと通して語られた神の言葉

をきいて心から悔い改めました。その時に歌った詩篇５１篇で、「神が求められるいけにえは、

砕かれた魂です。砕かれ、悔い改めた心を、神は決していいかげんにはなさいません。」と歌

いました。神様は私たちの心が神の前にへりくだっていることを求められます。罪を憎み、人を

愛する主のご愛を私たちもきちんと理解する必要があるのです。 

「神に感謝しないではいられない」 

～どん底から救われる私たちの人生～ 


